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2月 

2月のようす 

すくすくうさぎ 

 一年の中で最も寒い月ですが、子どもたちは体を動かしたり、雪遊びを楽しんだ

りしながら、冬ならではの遊びを思い切り楽しんでいました。スノーウェアのご準

備をありがとうございました。 

２日(木) 交流給食① 

３日(金) ひなまつり ※保護者の方の観覧はありません。 

 ９日(木) 交流給食② 

１５日(水) 身体測定 

１６日(木) お誕生会、お別れ会 

３１日(金) 修了式 

新しいお友だちが増えました！ 

         にしの たいが くん 

           よろしくね！ 

 2 月に入り、待ち望んでいた雪遊びをしました。張り切って自分でスノーウェア

を着たり、外を何度も見たりと気持ちが高まっていました。園庭へ出ると一目散に

駆け回り、両手で雪を触って上に投げたり、雪だるまを作ったりしてそれぞれに楽

しんでいました。「冷たいね」「雪だるま一緒に作ろ！」と保育教諭や友だちを誘っ

て時間いっぱい遊びました。 

 ひなまつり制作をしました。初めにおひな様って何？という声があったので、「お

ひなさまのいえ」という絵本を読んでイメージが沸いたところで制作に取り組みま

した。カラフルなお花紙を上手にちぎって服の模様にしたり、クレヨンを使って  

顔を描いたりして自分の顔写真がお内裏様、おひな様として貼ってあるので自分の 

作品がすぐに分かって「僕(私)のこれ！」「これお家に飾ってある！」と嬉しそうに

見つめていました。 

〇エピソード〇 

 玩具でブロック遊びをしている時の一コマです。 

A ちゃん「出来た！掃除機」 

B くん「僕も作った」 

保育教諭「どうやって使う？」 

A ちゃん「先生がこうやってブーンってお掃除してた！」 

 生活の中で保育教諭の動きをよく見て真似ていることが分かります。また保育教

諭だけでなく、友だちの行動や仕草も真似ていく中で、簡単な見立て遊びやごっこ遊

びを楽しむと共に、言葉のやり取りを重ねて表現の輪が広がるようになっていきま

す。今後も、言葉や創造力を介した関わり合いを見守っていきたいと思います。 

 

〇豆まき〇 

 ２日(木)に豆まきをしました。鬼のお面と衣装を着て気持ちも高まり、歌やダン

スを張り切ってしてくれた子どもたちはテラスに出て「鬼は～外！福は～内～！」

と掛け声の練習も行い気合い十分でした。しかし、いざ目の前に鬼が現れるとその

迫力に負けて泣いたり、後ずさりしたりしてしまいましたが、それでも何とか自分

の豆を投げようと「鬼は～外！」と言いながら投げ、鬼が逃げていく様子を見つめ

ていました。怖いながらも、一人ひとりがよく頑張りました。 

〇生活発表会〇 

 練習を始めた頃は緊張してマイクを向けられても恥ずかしがっていた子どもたち 

でしたが、本番では緊張した顔つきの子もいましたが、大きな声で名前やセリフを 

言うことができ、練習の成果が発揮できました。とても上手で可愛い姿をご覧にな

って頂けたと思います。最後までよく頑張りました。 

 


